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ペテロが、イエスに「キリスト」を見た

マタイ福音書 16章 13-20

イエスは、フィリポ・カイサリア地方に行ったとき、弟子たちに、「人々は、

人の子のことを何者だと言っているか」とお尋ねになった。弟子たちは言っ

た。「『洗礼者ヨハネだ』と言う人も、『エリヤだ』と言う人もいます。ほ

かに、『エレミヤだ』とか、『預言者の一人だ』と言う人もいます。」イエ

スが言われた。「それでは、あなたがたはわたしを何者だと言うのか。」シ

モン・ペトロが、「あなたはメシア、生ける神の子です」と答えた。すると、

イエスはお答えになった。「シモン・バルヨナ、あなたは幸いだ。あなたに

このことを現したのは、人間ではなく、わたしの天の父なのだ。わたしも

言っておく。あなたはペトロ。わたしはこの岩の上にわたしの教会を建てる。

陰府（よみ）の力もこれに対抗できない。わたしはあなたに天の国の鍵を授

ける。あなたが地上でつなぐことは、天上でもつながれる。あなたが地上で

解くことは、天上でも解かれる。」それから、イエスは、御自分がメシアで

あることをだれにも話さないように、と弟子たちに命じられた。

説教 

＜ペトロの呼び名＞

1）シモン・ペトロ
シモン・ペトロが、「あなたはメシア、生ける神の子です」と答えた。

2）シモン・バルヨナ
シモン・バルヨナ、あなたは幸いだ。あなたにこのことを現したのは、人間ではな

く、わたしの天の父なのだ。

3）ペトロ
あなたはペトロ。わたしはこの岩の上にわたしの教会を建てる。

（また、福音書の翻訳では新共同訳聖書ではペトロと表記されますが、ほかの日本語訳聖書ではペテ

ロと表記されます。ペトロって日本語ではいいずらいのでペテロと表記されるのだという見解があり

ます。たしかにペトロっていいずらい、せかんどチャーチではペテロということにしようかな）



そして、シモンをイエスのところに連れて行った。イエスは彼を見つめて、「あな

たはヨハネの子シモンであるが、ケファ――『岩』という意味――と呼ぶことにす

る」と言われた。ヨハネ 1:42 

どうもペテロという呼び名はイエスがつけたあだ名のようです。ケファとい

うのはアラム語（イエスの時代のかれらの言語はアラム語）で岩という意味

があります。それをギリシア語に翻訳するとペテロになります。

わたしはこの岩（ペトラ）の上にわたしの教会を建てる。

この「岩」はギリシア語ではペトラとなり、女性名詞で岩盤という意味にな

ります。イエスは岩とあだ名をつけられたシモンことペテロに、固い岩盤

（ペトラ）の上に教会を建てるから、ペテロ（本名シモン）よ、そのカギを

授けるといった、ということが書いてあります。

＜血肉（人間）ではない＞
シモン・バルヨナ、あなたは幸いだ。あなたにこのことを現したのは、人間ではな

く、わたしの天の父なのだ。

ここで人間と訳されていることばは直訳では「血肉（ちにく）」です。血肉と

は人間のことを意味しているのですが、もっとなま生しい感じがします。

イエスのことばの「人間（血肉）ではない」、そこが大事です。 おまえがイ

スラエルの民の一人だからとか、あるいはわたしの側にしょっちゅういたか

らとか、そういうようなことで「あなたはメシア、生ける神の子です」がわ

かったわけではない、ということです。「このことを現わしたのは、血肉で

はない」というのは、こういうことがおまえに本当に言える、告白できる、

ということは、おまえの血筋ではない、ただわたしにつき従っていたからだ

けではない、そうではなくて、天にいますわたしの父がおまえにそのことを

知らせたのだ、ということです。 イエスは父のひとり子として直接神さまと

つながっています。ペトロに「生ける神の子です」ということがわかったの

は、イエスが父の子として直接神と結びついているのと同じように、天の父



が直接ペトロに知らせて、イエスのことばや行いは、人の成り立ちの根元、

ほんとうの神さまからでていると いうことをわからせてくれたということで

す。このことがわかったペトロはイエスの譬えはなしでいえば、よい土地に

蒔かれた種、砂の上ではなく、堅い岩の上に建てた家となったということで

す。 言い換えれば、イエスとして現れた神の子が、同じようにペトロのとこ

ろにもいる。イエスがそれによって孕まれた聖霊がペトロのところでも働い

ているということです。そういうことがなければ、イエスのことばがどこか

ら出たものかわからないということです。

教会というのは血肉（人間）によらずに、父からの直接の、つまり 父・子・

聖霊一体の神からしてイエスの姿が新しく生まれ出てくるとき、それがキリ

スト教会の姿になっていきます。一人ひとりの上に神の救いがありますよう

に。
---------------------


